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サービスレベルの
計測サービスが登場！

サービスレベルは
サイトの生命線

企業がビジネスとしてウェブサービスを開

始する場合、安定稼動や管理を考えると、

現在ではサーバーをiDC（Internet Data

Center）などの事業者に預けるのが一般的

な方法だろう。iDCに預けることにより、安

全な施設と高速な回線のもとにサーバーが置

かれる。さらに、iDC自身や、運用管理専業

のMSP（Management Service Provider）

事業者が、サーバーや回線を24時間365日

モニタリングして運用している。

また、課金などを含むECサイトを運用す

るときなどには、ASPサービスを利用したり、

あるいは自社サイトとASPサービスとを組み

合わせてサービスを提供したりといった手法

が使われる。

そこで、企業にとって重要になるのは、そ

れぞれのサービスレベルがどれだけ守られる

かという問題である。回線やサーバーのダウ

ンはいまや企業の収益や株価に直結すると言

われている。また、「8秒ルール」などと呼ば

れるように、特にECサイトなどではサーバー

の反応が遅いと顧客を逃すことになる。

そのために、iDCなど各事業者では、サー

ビスレベルを保証するSLA（Service Level

Agreement）契約を結ぶところも増えてき

ている。

大手町の運用監視センター

ユーザーと同様にインターネット経由で
ウェブサイトにアクセスし、レスポンス
タイムやサービス中断時間を計測する

ウェブでコンテンツやサービスを公開している企業にとって、回線やサーバーがダウンし

ていないか、十分な速さでユーザーに応答できているかどうかは死活問題である。そこで

株式会社CRC総合研究所（以下、CRC総研）が、サービスの品質（サービスレベル）を

第三者として計測する「SLR」（Service Level Reporting）サービスを開始する。
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SLRがサイトの稼働状況を数値化する
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各ページの平均レスポンスタイム、各ページの稼働率、一連の処理の平均TAT、サービス中
断時間（MTBF、MTTR）を報告する。最新のレポートはウェブから参照できる

ユーザーと同じところから
サイトを監視

CRC総研が7月中に開始するSLRサービ

スは、企業が自社のサイト全体のサービス品

質を把握するためのサービスだ。

SLRサービスでは、サイトにアクセスする

一般ユーザーと同様に、インターネット経由

でサイトへアクセスする。これを常時実施す

ることにより、レスポンスタイムやサービス

中断時間などを計測する。対象となるのは単

一ページへのアクセスだけではなく、たとえ

ば検索のためのフォームに入力してデータベ

ースを参照し、結果を得るまでの一連のター

ンアラウンドタイム（TAT）なども計測対象

となる。

計測結果はレポートとして報告される。レ

ポートはSSL対応のウェブサイトで参照でき

るようになっており、企業は常に最新のレポ

ートを得られる。また、サービスが中断され

たときや、規定のレスポンスタイムを超えた

ときなどに緊急連絡するオプションサービス

も用意される。

これらのモニタリングは、CRC総研が運用

する大手町iDCから実施。他社のiDCなどす

べてのウェブサイトに対してサービスが提供

される。

なお、6月上旬現在、料金については未確

定とのこと。

第三者としてチェックし
データを提供

このようにSLRサービスでは、回線やサー

バーなどの単体ではなく、ユーザーが実際に

サイトにアクセスしたときのトータルなサービ

スレベルを計測するのが特徴となっている。

こうしたインターネット経由のアクセスチ

ェックは、MSPやSIer、iDCなどでサービス

を提供する例も見られる。それらに対して、

CRC総研ではSLRサービスについて、あく

までも第三者の立場から客観的にチェックす

ることを特徴として謳っており、そこが新し

い。MSPなどはサービスを運用する側であ

り、安定したサービスのために高精度なモニ

タリングを実施しているとはいうものの、デ

ータ単体として見ると客観的なものではない。

SLRサービスでは、第三者としてのデータを

提供することにより、企業が各サービス事業

者に対して改善を要求するときのデータとし

て使われることも狙っている。

客観的な基準への
ニーズが高まる

インターネットが企業のビジネスの道具と

して普及するにつれ、その信頼性への要求も

どんどん高くなっている。そこでサービス事

業者はSLM（Service Level Management、

サービスレベル管理）を重視し、SLAとして

サービスレベルを保証するわけだが、顧客企

業から見るとその客観的な基準が不十分な感

がある。安心してアウトソーシングするため

の要素として、サービスレベルに関するデー

タの客観性や的確な運用がますます重要にな

るだろう。
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